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おかえりといえる人に
静岡県　下田市立下田中学校　３年
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三年前、僕は叔父と叔母を立て続けに交通事故で亡くしました。夏休みに祖父の家に遊びに行くといつもたくさん野菜や果物、お小遣いをくれる優しい叔父と叔母でした。
　しかし、叔母はバイクを運転中に大通りで衝突し亡くなり、叔父は農道から大通りに出たところをトラックと衝突し亡くなりました。
　交通事故はいつも突然僕たちの幸せな生活を奪っていきます。まだまだ長生きできたのに、事故によって二人とも命を絶たれてしまうなんて、加害者の相手の事を僕たちはみな許せませんでした。
　叔母のお葬式の日、車を運転していた加害者が家族に付き添われて謝りにきました。その人はまだ大学生で、僕でも知っている有名大学の学生でした。棺の前で泣きじゃくって謝っている姿を僕は複雑な思いでずっと見ていました。僕は今中学三年生で受験生です。この加害者の学生さんだってきっと大学に入るためにたくさん勉強してきたんだろうと思いました。でもこんな事故を起こしてしまい、この先どうなるのか、そんな事を考えていた時、親戚の誰かが言いました。
「まだ若い将来のある学生さんだ、許してやらなきゃな。」
　例えば自分の両親や兄弟などの本当に身近な人が亡くなってしまったら、果たして僕は加害者を許すことができるだろうか。僕は絶対に許すことはできず、逆に不幸にしてやりたいと思います。でもそれでは負の連鎖になってしまうだけで、自分だって相手に対する憎しみだけで生きていかなければならないし、それはとても辛いことだと思います。すぐには無理かもしれないけど、少しずつ時間をかけて許せるようにならなければいけないことだと思います。
　そして罪を犯してしまうと罪を反省し償うためにどれだけの時間を費やすことだろう。人を殺してしまったという罪はいつまでも消えることはなく、一生その罪を背負って生きていかなければならないと思います。交通事故だけでなく、犯罪の加害者やその家族をとりまく状況はとても厳しいものです。経済的にも精神的にも社会的にも追い詰められてしまいます。
　「更生保護」という言葉を聞いたことがありますか。「更生保護」とは犯罪や非行をした人の立ち直りを社会の中で見守り、地域の力で変えていくという取り組みです。「更生保護」は保護司さんや協力雇用主、ＢＢＳ会などのボランティアの人達により支えられているということも初めて知りました。
　罪を償って社会に戻ってきても、行き場がない、仕事がない、そしてまた罪を犯してしまうという負の連鎖を断ち切るためにもまわりの人達や地域の人達の支えが大切なんだということが分かりました。
　罪を償って戻ってきても、帰る場所がなかったら、おかえりと言ってくれる人がいなかったら、僕だったら立ち直れないかもしれません。そんな人達に、保護司さんは寄り添って、
「自分はどんなことがあってもあなたたちの側にたって考えるからね。」
と言うそうです。なんて温かい言葉でしょう。きっと保護司さんはそんな人達の心の支えです。
　平成二十六年三月に「青少年意見募集事業」の調査がありました。その中に「あなたは、犯罪や非行をした人達の立ち直りのための活動に協力してもよいと思いますか」という質問があり、約五割の人が「どちらかといえば協力したくない」もしくは「協力したくない」と答えています。僕もこの活動を知らなかったら「協力したくない」にぐるぐる丸を書いて提出したことと思います。しかし保護司さんやＢＢＳ会の活動を知り、僕も大学生になったら、ＢＢＳ会の活動に参加したいと思いました。安心して住める場所がある、仕事がある、自分を待っていてくれる人がいる、おかえりと言ってくれる人がいるだけで、その人のためにもしっかりしないといけないというブレーキが出来ると思います。犯罪に手を出しそうになったら、頭に浮かぶ人がいるだけでいいのです。いつか僕も誰かのブレーキになれるような人になりたいと思いました。
　「つまずいてもやり直せる社会」そんな明るい社会を僕も一緒につくっていきたいと思いました。
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